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目的 事象の認識
（時点の沿道の大気汚染濃度を計測）

撮影・可視化対象事項 濃度
（沿道の大気汚染濃度を計測）

技術要素 ー 活用効果 品質

出典：近畿地方整備局、環境大気常時監視マニュアル等 https://kankyo.kkr.mlit.go.jp/index.html、https://www.env.go.jp/air/osen/manual_6th/chpt1.pdf

■背景および技術用途
• 大気汚染防止法第22条で大気汚染の状況を常時観測すること、およびその結果を環境大臣に報告することを定めている
• 測定項目は二酸化窒素(NO2)、一酸化窒素(NO)、窒素酸化物(NOX)、浮遊粒子状物質(SPM)
• 大気質測定結果の1時間値または日平均値を提供

図 観測結果の一覧

表 測定項目の地図表示および図表表示の一覧

■技術詳細
• 沿道の大気汚染濃度の計測・公開サービス
• 計測結果を地図上に可視化

沿道の大気汚染濃度を計測し地図上に図化
【新たな使い方】


